
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,050
男 2,862　女 3,078　　合計 5,940

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 529	（ 8.9％）	 15	〜 64 才	 3,344	（56.3％）
　【参考値】	 65	才以上	 2,067	（34.8％）

３
月
３
日（
日
）、
新
荘
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
新
荘
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、 

肌
寒
い
雨
天
の
な
か
、
延
べ

８
０
０
人
の
地
域
の
皆
様
が
参

加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
会
式
に

続
き
定
期
講
座
、
利
用
団
体
11

の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
小
会
議

室
で
は
指
圧
体
験
教
室
、
和
室

で
は
裏
千
家
・
石
州
流
茶
道
、

市
民
サ
ロ
ン
及
び
駐
車
場
・
調

理
室
に
お
い
て
バ
ザ
ー
及
び
９

つ
の
模
擬
店
販
売
と
着
付
け
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
ホ
ー
ル
に
お
い
て
バ

ザ
ー
な
ど
の
収
益
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘

支
部
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
満
場

の
な
か
、
特
別
賞
か
ら
十
等
賞
ま

で
の
数
多
く
の
賞
品
が
当
選
者

に
渡
り
、
ま
つ
り
の
最
後
を
盛
り

あ
げ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
27
日（
水
）、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
水
戸
市
民
の
集
い
が
あ

り
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
永
年
勤
続
町
内
会
長
・
自
治
会
長
ほ
う
賞

❖
二
十
五
年
勤
続

大
津　

順
一
郎（
柳
小
路
）

❖
十
五
年
勤
続

梅
澤　

正
紀（
久
保
町
）

❖
十
年
勤
続

飯
田　

智
康（
馬
ロ
労
町
四
丁
目	

）

◎
市
民
憲
章
ほ
う
賞

〈
善
行
賞 

〉（
生
活
・
通
学
道
路
の
整
地
）

後
藤　

稔
夫（
新
荘
一
丁
目
）

染
谷　

雄
三（
新
荘
一
丁
目
）

第
二
十
三
回　

水
戸
市
民
の
集
い

・
交
通
安
全
市
民
大
会
開
催

老化知らずのいきいき健康体操

最後を締めくくったお楽しみ抽選会

善行賞　後藤稔夫さん
　　　　染谷雄三さん

25年勤続
大津順一郎さん

大盛況のバザー
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新荘ふれあいまつり 発表会等の一部紹介

童　謡

はまゆう会（民舞）友美会（民謡）太極拳

歌　謡和宝会（連吟、仕舞）

踏愛会・ウィング（ダンス）フォークダンス

模擬店（肉まん・あんまん）豚汁の販売石州茶道

コーラス

模擬店（クッキー・縫製品、雑貨等）模擬店（ポップコーン）模擬店（エコクラブ参加の焼きそば）



新
荘
小
学
校
防
災
訓
練

AD
AS

TR
IA
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ITO

 AR
EN

A 10
月
31
日（
水
）、新
荘
小
学
校
児

童
の
防
災
訓
練
が
体
育
館
及
び
校

舎
前
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
災
訓
練
は
、
児
童
の
防

災
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
毎
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
地
震
速

報
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
防
災

講
話
、炊
き
出
し
体
験
・
防
災
器
具

体
験
の
実
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
炊
き
出
し
体
験
実
習
は
、

新
荘
会
、
新
荘
地
区
女
性
の
会
の

支
援
の
も
と
児
童
が
班
毎
分
か
れ

て
炊
飯
袋
を
製
作
し
、
こ
れ
を
校

庭
で
の
大
型
ガ
ス
釜
で
炊
き
出
し
、

最
後
に
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
18
日（
日
）、
新
荘
地
区
歩

く
会
が
、
曇
天
の
な
か
、
ス
ポ
レ

ク
部
計
画
に
よ
り
偕
楽
園
、
千
波

湖
及
び
も
み
じ
谷
の
水
戸
路
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
救
護
２
人
・
昼
食
支
援
者
９
人

を
含
め
62
人
で
、
登
り
下
り
の
あ

る
約
９
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
８
時
30

分
か
ら
２
時
間
50
分
を
掛
け
、
歩

き
ま
し
た
。

新荘地区歩く会、県立歴史館銀杏並木前

東
町
運
動
公
園
新
体
育
館

東
町
に
所
在
し
新
荘
地
区
に

隣
接
す
る
東
町
運
動
公
園
が
、

約
４
年
に
わ
た
る
新
体
育
館
工

事
を
終
え
る
と
と
も
に
「
ア
ダ

ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
」
と
命

名
さ
れ
、
国
体
開
催
に
向
け
、
い

よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
体
育
館
は
、
広
く
市
民
が
、

屋
内
で
の
多
様
な
「
す
る
ス
ポ
ー

ツ
」
が
で
き
る
ほ
か
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
観
戦
等
の
「
見

る
ス
ポ
ー
ツ
」
が
で
き
る
施
設	

、

そ
の
他
、
防
災
拠
点
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
で
き
る

施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
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○
競
技
会
場
施
設
は
二
つ
の
ア

リ
ー
ナ
か
ら
な
り
ま
す
。

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
、
収
容

人
数
５
０
０
０
人
、
広
さ
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
３
面
分
。

大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
利
用
。

裏
側
に
は
周
回
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
（
一
周
３
０
０
m
）。
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
は
広
さ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
一
面
分
。
市
民
の

一
般
利
用
可
。

○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室　

多
様
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
設
置
。

○
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス（
無
料
）

○
強
化
・
競
技
拠
点
施
設
（
レ
ス

リ
ン
グ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ボ

ク
シ
ン
グ
）

○
多
目
的
室　

ダ
ン
ス
、
卓
球
等

に
利
用
可
。

○
屋
外　

駐
車
場
（
約
６
０
０
台
）、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
６
面
、そ
の
他
。
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○
４
月
６・７
、20
・
21
日

茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

○
４
月
29
日
青
少
年
育
成
大
相

撲
水
戸
場
所

○
５
月
25
・
26
日
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
障
害
者
）

○
６
月
８・９
日
（
日
）
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
レ
ス
リ
ン
グ

（
全
国
中
学
生
選
手
権
大
会
）

○
６
月
23
日
国
体
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル

○
９
月
28
日
～
10
月
１
日
国
体

レ
ス
リ
ン
グ
、
10
月
４
～
７

日
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
10

月
12
日
～
14
日
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル（
障
害
者
）

施
設
の
詳
細
、
利
用
料
金
等

は
、
市
報
３
月
１
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
明
な
点

は
市
体
育
施
設
整
備
課
（
℡

３
０
６
ー
６
７
６
０
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
は
、
新
荘
市
民
セ
ン

タ
ー
出
発
後
、
一
中
前
、
歴
史
館

前
を
通
っ
て
、
好
文
亭
表
門
に
至

り
、
偕
楽
園
本
園
を
東
門
か
ら
抜

け
て
千
波
湖
に
到
着
。
途
中
、
千

波
公
園
で
水
分
補
給
後
３
㎞
の
千

波
湖
を
一
気
に
周
回
。
そ
の
後
、

偕
楽
園
公
園
セ
ン
タ
ー
を
通
過

し
、
見
頃
の
も
み
じ
谷
を
通
り
歴

史
館
内
で
記
念
撮
影
し
、
市
民
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。

到
着
後
は
ス
ポ
レ
ク
部
女
性
の

献
立
・
配
食
に
よ
り
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
美
味
し
い
混
ぜ
ご
飯
、
豚

汁
、浅
漬
け
を
頂
き
ま
し
た
。

か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
で
し
た

が
、
落
伍
者
も
な
く
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
歩
数
は
約

１
万
５
千
歩（
女
子
）で
し
た
。

新
荘
地
区
歩
く
会

四
月
オ
ー
プ
ン
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大型ガス釜での炊き出し

新体育館北側の正面玄関

メインアリーナ



川
又
健
志
・
塩
井
雅
子

神
尾
和
子

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
旧
庁
舎
に
代
わ
る
防
災

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

新
庁
舎
の
建
設
工
事
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
11
月
26
日
か
ら
新
庁
舎
で

一
部
業
務
を
開
始
し
、
１
月
４
日
に

全
体
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
新
庁
舎
で
ほ
と
ん
ど
の
部
署

が
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
で
は
「
安
全
で
市
民
が
快

適
に
利
用
で
き
る
庁
舎
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
特
長
や
各
課
の
配
置

等
は
、
市
報
２
０
１
８
年
10
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

竹貫純子さん
民俗芸能おどり

９
月
17
日（
月
）（
敬
老
の
日
）、

新
荘
地
区
敬
老
会
が
快
晴
の
も

と
、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

招
待
者
１
１
６
２
人
中
４
４
０

人
が
出
席
し
、
式
典
で
は
市
長
は

じ
め
ご
来
賓
の
方
々
に
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
水
戸
市
中
央
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
寸
劇
「
物
忘
れ
！
そ
の

時
家
族
は
ど
う
す
る
の
？
」、
松
本

町　

竹
貫
純
子
さ
ん
に
よ
る
民
俗

芸
能
お
ど
り
「
民
謡
！
安
来
節
」
が

行
わ
れ
、楽
し
く
終
え
ま
し
た
。水戸市中央高齢者

支援センター　寸劇

新
荘
地
区
敬
老
会

ユニカール大会決勝・３位決定戦

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い

２
月
10
日（
日
）午
前
、
今
年
度
２
回
目

の
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
茨
城
県
ユ
ニ
カ
ー
ル
協
会
会
長
以

下
４
名
が
指
導
員
と
し
て
新
た
に
加
わ

り
、
計
48
名
、
一
チ
ー
ム
３
名
の
16
チ
ー

ム
に
よ
り
、
一
チ
ー
ム
２
～
４
試
合
の
和

気
あ
い
あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

優
勝　

浜
島
・
長
谷
川
・
松
枝
㊛
チ
ー
ム

二
位　

龍
崎
・
三
宅
・
旭
チ
ー
ム

三
位　

三
宅
㊛
・
小
貫
・
小
野
瀬
チ
ー
ム

平
成
三
十
年
度

園
正
面
入
り
口
で
す
。
好
文
亭
表
門

か
ら
偕
楽
園
に
入
る
コ
ー
ス
は
、
徳

川
斉
昭
公
の
偕
楽
園
造
園
思
想
に
基

づ
き
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

●
梅　

林

偕
楽
園
創
設
時
（
１
８
４
１
）
以
来
、

外
部
か
ら
好
文
亭
表
門
に
至
る
道
路

は
、雷
神
様（
別
雷
皇
大
神
）南
側
の
信

号
か
ら
入
る
道
路
で
し
た
。
こ
の
道
は
、

か
つ
て
岩
間
街
道
の
旧
道
だ
っ
た
道
路

৽

ࢄ
ࡦ

で
、
城
下
か
ら
偕
楽
園
に
至
る
道
路
と

し
て
使
用
さ
れ
、
梅
林
の
木
が
両
側
に

植
え
ら
れ
て
明
治
の
終
わ
り
頃
ま
で
梅

並
木
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
は
俗

に
梅
林
（
う
め
は
や
し
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
人
家
が
建
ち
並
び
好
文

亭
表
門
通
り
と
し
て
景
観
整
備
さ
れ
た

一
方
通
行
の
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
梅
林
坂

当
時
の
梅
林
は
、
城
下
か
ら
好
文
亭

表
門
に
至
る
梅
並
木
と
そ
の
先
の
下
り

坂
ま
で
あ
り
、
特
に
こ
の
坂
道
が
梅
林

坂
又
は
梅
坂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

斉
昭
公
の
「
偕
楽
園
記
」
に
よ
れ

ば
、
こ
の
地
に
二
亭
を
つ
く
る
と
あ

り
、
一
つ
は
有
名
な
「
好
文
亭
」
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
「
一
遊
亭
」
と
い
う

休
息
所
を
桜
山
の
高
台
に
つ
く
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
梅
林
坂
は
、
斉
昭

公
が
こ
の
二
つ
の
亭
の
連
絡
路
と
し

て
利
用
し
て
お
り
ま
し
た
。

偕
楽
園
に
沿
っ
て
こ
の
坂
道
を

ゆ
っ
く
り
上
り
下
り
し
、
こ
の
庭

園
を
使
っ
た
昔
に
思
い
を
馳
せ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

元
山
町
に
あ
る
梅
林
坂
を
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
坂
道
は
、
偕
楽
園
北

側
の
好
文
亭（
偕
楽
園
）表
門
前
か

ら
、
同
西
門
に
あ
る
常
磐
線
踏
切

跡
に
至
る
下
り
の
坂
道
を
言
い
ま

す
。
距
離
は
約
３
０
０
ｍ
あ
り
、
坂

下
で
は
岩
間
街
道
か
ら
分
岐
し
た

榎
本
坂
に
合
流
し
て
ま
す
。

●
水
戸
の
坂
道

水
戸
の
常
磐
線
北
側
の
地
域
は

上
市
と
呼
ば
れ
、
洪
積
台
地
上
に
あ

る
た
め
標
高
が
高
く
、
歴
史
を
物
語

る
坂
道
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
上
市

に
あ
る
梅
林
坂
も
そ
の
一
つ
で
す
。

●
好
文
亭
表
門

好
文
亭
表
門
は
、
本
来
の
偕
楽

結

果

編

集

部

委

員

市
役
所
業
務

新
庁
舎
で
１
月

全
体
オ
ー
プ
ン
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梅う

め

は

や

し

ざ

か

林

坂

坂
シ
リ
ー
ズ
（
１
）

好文亭表門

梅林坂

岩間街道

好文亭表門通り

西門

榎本坂

青少年会館

桜山 偕楽園御成門方面

雷神様県立歴史館

ホテルいずみ屋常磐線

神応寺

梅並木（旧岩間街道）

至50号線

県信用組合

342号線

梅林坂周辺地図

梅林坂－右側が偕楽園、上が表門方向


